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川崎繁男 京都大学生存圏研究所 高出カフェイズドアレイAIAの研究 A．マイク鵠g送電
佐薙稔 岡山大学大学院自然科学研究ﾈ産業創成工学専攻
建築構造物を用いたマイクロ波電力供給システ
?ﾌための可変電力分配器の開発
A．マイク
鵠g送電
須崎純一 地球環境学堂資源循環学廊 マイクロ波散乱計を用いた土壌水分および帯水wの計測とモデリング
C．電波科
w一般
渡邊隆司 京都大学生存圏研究所 木質バイオマス前処理用マイクロ波照射システ?ﾌ高効率化に関する研究開発
C．電波科
w一般
辻正哲 東京理科大学理工学部
マイクロ波の反射波強度を利用したフレッシュ
Rンクリートの単位水量およびコンクリート中
ﾌ鉄筋位置の推定方法に関する研究
C．電波科
w一般
山川宏 京都大学生存圏研究所 マイクロ波によるr電力・情報同時無線伝送技p」に関する研究
A．マイク
鵠g送電
布施嘉春 三菱重工業株式会社名古屋q空宇宙システム製作所 マイクロ波ビーム制御システム要素試作試験
B．宇宙太
z発電
（注）最後の件は，企業の申請であるが、財団法人無人宇宙実験システム研究開発機構（USEF）からの業務
請負により㎜Iがマイクロ波ビーム制御技術の実証と基本データ取得を行うものである。所長と相談の上，
r3．応募資格7）その他研究所長が特に認めた者」を適用した。事務的にも問題ない。
3．特記事項
　○平成15年3月から毎年，「宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会（METLAB研究会）」を電子
　　情報通信学会SPS時限研究専門委員会の共催で開催している。本年は3月11日と17日の午後に開
　　催した。同時に報告書をホームペーシに掲載している。URI1は幽。
4、 研究成果紹介・共同利用についての学術的紹介
！i4
　「マイクロ波を用いた電気自動車無線充電システムの
高効率化」を紹介する。燃料電池電気自動車には、電池
が重い、航続距離が短い、充電時には高電圧ケーブル接
触による感電の危険性がある等の問題点も多い。本シス
テムは無線充電なので、感電の危険性も皆無であり，移
動中充電にも応用可能である。
　送電システムは、マグネトロンを2．45GHzのマイクロ
波源とし、導波管スロットアンテナから鉛直上向きに放
射したマイクロ波エネルギーを車の底に敷き詰めたレク
テナ（アンテナと整流回路を一体化した素子）で受電し、
充電用の電気二重層キャパシタに蓄えるというのが本シ
ステムの概要である（上図）。
　レクテナは、大電力化のために、ウィルキンソン分配
回路の分配数を増加させ、耐電力を向上，また、10W以
上の大電力入力時にもRF－DC変換効率が50％を超えてい
ることも確認した。DC－DCコンバータの導入により、レ
クテナ出カインピーダンスが常に最適値に保たれ、DC－DC
　コンバータ未使用時に比べて充電効率が約3倍と飛躍的に改善された（下図）。
　見島淳一郎、篠原真毅、三谷友彦、橋本隆志、岸則政、外村博史、岡崎昭仁、マイクロ波を用いた
電気自動車無線充電システムの高効率化、電子情報通信学会技術研究報告SPS2007－16．2008年3月。
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